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第６学年 理科学習指導案 
日 時 平成 28年 10月 31日（月） 

場 所 二戸市立金田一小学校 理科室 

学 級 ６年Ｂ組（男子 11名、女子 11名、計 22名）

指導者 佐 藤 真太郎 

１ 単元の目標及び指導等について 

単元名 電気と私たちのくらし 

単元

の 

目標 

身の回りに見られる電気の利用について興味をもち追究する活動を通して、電気は、手回し発電機

などを使って作り出したり、コンデンサーなどにためたりすることができることや、電気は、光、音、

運動などに変換されること、また、発熱については電熱線の太さによって発熱の仕方が変わることを

捉えることができるようにする。さらに、電気の性質や働きについて推論する能力を育てる。 

系
統
性
の
視
点 

領域 エネルギー（エネルギーの変換と保存、エネルギー資源の有効利用） 

学年 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高校 

項目 
電気の 

通り道 

電気の 

働き 

電流の 

働き 

電気の

利用 
 

・電流 

・電流と磁界 

・エネルギー 

・科学技術の発展 

・自然環境の保全と

科学技術の利用 

・物質と電気抵抗 

・電気の利用 

・エネルギーと 

その利用 

【これまでの学習を受けて】 

・小３「電気の通り道」では、電気の通り道

について興味・関心をもって追究する活動

を通して、電気を通すつなぎ方と通さない

つなぎ方、電気を通す物と通さない物とを

比較する能力を育て、基本的な電気回路に

ついて学習している。 

・小４「電気の働き」では、電気の働きにつ

いて興味・関心をもって追究する活動を通

して、乾電池のつなぎ方や光電池に当てる

光の強さと回路を流れる電流の強さとを関

係付ける能力を育て、電気の働きについて

学習している。 

・小５「電流の働き」では、電磁石の導線に

電流を流し、電磁石の強さの変化について

興味・関心をもって追究する活動を通して、

条件を制御して調べる能力を育て、電気の

働きについて学習している。 

 

・本単元では、生活に見られる電気の利用に

ついて興味・関心をもって追究する活動を

通して、電気の性質や働きについて推論す

る能力を育てるとともに、それらについて

の理解を図り、電気はつくったり蓄えたり

変換したりできるという見方や考え方をも

つことができるようにする。 

【これからの学習を見通して】 

・中２「電流」では、回路の電流や電圧の規則性につ

いて学習したり、電力の違いによって発生する熱や

光などの量に違いがあることを学習したりする。ま

た、「電流と磁界」では、磁界と磁力線との関係な

どを学習するとともに、電磁誘導の現象など、電流

の利用についての科学的な見方や考え方を養う。 

・中３「エネルギー」では、生活の中では様々なエネ

ルギーを変換して利用しており、変換の前後でエネ

ルギーの総量は保存されること、変換の際に一部の

エネルギーは利用目的以外のエネルギーに変換さ

れること、人間は様々なエネルギーを活用している

ことを学習する。「科学技術の発展」では、様々な

科学技術の利用によって人間の生活が豊かで便利

になってきたことを学習する。「自然環境の保全と

科学技術の利用」では、科学技術の発展と人間生活

とのかかわり方、自然と人間とのかかわり方につい

て多面的・総合的にとらえさせ、自然環境の保全と

科学技術の利用の在り方について科学的に考察さ

せ、持続可能な社会をつくっていくことが重要であ

ることを学習する。 

 

・本単元では、電気の性質や働きを調べる活動を通し

て、電気の利用の仕方にも興味をもたせ、電気の効

率的な利用についてとらえる力を養いたい。 

 

（１）児童観 
   これまで３年生で身近な自然事象を比較しながら調べる学習を通して「比較する能力」を、４年生では自

然の事象・現象から「関連づける能力」を、５年生では変化させる要因と変化させない要因とを区別しなが
ら、観察、実験などを計画的に行っていく「条件制御の能力」を養ってきている。電気に関わり、電流の働
きの学習では、電磁石の強さについて、導線の巻数を一定にして電流の強さを変えるなど、変える条件と変
えない条件を意識しながら実験を行っており、比較するもの以外の条件をそろえるということを身に付けて
いる。 
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   また、６年生で育成する問題解決の能力「推論する能力」に関わっては、全ての単元において指導してき
たが、実験結果からどのようなことが考えられるのか考察する場面では、自分の考えをうまく表現できない
児童もいる。 

   児童は、実験や観察に興味をもって取り組む。また、発想が柔軟な児童が多く、予想などでは多様な考え
が出される。グループでの実験では、協力して作業することができる児童が多い。国語や社会で環境問題に
ついての学習をしたことや、５年生の時に森林学習をしたこともあり、環境問題に対する意識が高い児童が
多い。しかし、電気の効率的な利用が自然環境の保全とどのようにかかわっているのかについて、科学的な
理解まで至っていない。 

 
（２）教材観 

学習指導要領第６学年の目標には、「（１）燃焼、水溶液、てこ及び電気による現象についての要因や規則
性を推論しながら調べ、見出した問題を計画的に追究したりものづくりをしたりする活動を通して、物の性
質や規則性についての見方や考え方を養う。」とある。 
本単元は、「エネルギー」についての基本的な見方や概念を柱とした内容のうちの「エネルギーの変換と

保存」、「エネルギー資源の有効利用」にかかわるものである。 
生活に見られる電気の利用について興味・関心をもって追究する活動を通して、電気はつくりだしたり蓄

えたりすることができること、電気は光、音、熱などに変えることができること、電熱線の発熱はその太さ
によって変わること、身の回りには電気の性質や働きを利用した道具があることを学習し、電気の性質や働
きについての考えをもつことができるようにすることがねらいである。 

身の回りの電気の利用について、エネルギーの有効利用の観点から考える活動を通して、エネルギー資源
の効率的な利用についてとらえる力を育み、自然環境の保全と科学技術の利用の在り方について考える素地
を養うことができると考える。また、児童が自分で電気をつくりだしたり蓄えたり、変換したりすることに
より、エネルギーが蓄えられることや変換されることについて体験的にとらえることができる。実感を伴い
ながら、科学的な思考を育てることのできる内容となっている。 

 
（３）指導観 
   単元の導入で、発光ダイオードやコンデンサー、電熱線などを使用した製品や、風力発電や太陽光発電な

どについての資料を提示し、子どもが学習内容と日常生活との関連を捉えられるようにしたい。また、豆電
球と発光ダイオードの点灯時間を比較したり、環境にかかわる資料を取り上げたりするなかで、エネルギー
資源の有効利用について考えさせる。 

   子どもたちが自ら電気を生み出したり、ためたり、使ったりする体験を十分に取り入れることで、実感を
伴った理解につなげたい。さらに、小学校、中学校、高等学校の学習内容の系統性を見据えた授業づくりを
意識する。 

   実験に際しては、手回し発電機や電源装置など、子どもたちにとってこれまでに使用したことがない器具
を用いるため、正しい使い方をしっかりと指導するとともに、安全指導を徹底したい。特に、電熱線を使用
する実験ではやけどをしないように注意する。 

 

２ 単元の評価規準 

 

 
 
３ 単元の指導計画 

自然事象への 

関心・意欲・態度 
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての 

知識・理解 

・電気の利用の仕方に興
味・関心をもち、自ら
電気の性質や働きを調
べようとしている。 

・電気の性質や働きを適
用してものづくりをし
たり、日常生活に使わ
れている電気を利用し
た道具を見直したりす
ることで、エネルギー
の有効利用について目
を向けている。 

・電気の性質や働きとそ
の利用について予想や
仮説をもち、推論しな
がら追究し、表現して
いる。 

・電気の性質や働きとそ
の利用について、自ら
行った実験の結果と予
想や仮説を照らし合わ
せて推論し、自分の考
えを表現している。 

・電気の性質や働きとそ
の利用の仕方を調べる
工夫をし、手回し発電
機などを適切に使っ
て、安全に実験をして
いる。 

・電気の性質や働きを調
べ、その過程や結果を
定量的に記録してい
る。 

・電気の性質や電熱線の
発熱のきまりを理解し
ている。 

・身の回りには、電気の
性質や働きを利用した
道具があり、器具によ
って電気の消費量が異
なることなどを理解し
ている。 
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時 学習活動 
評価規準 

自然事象への 
関心・意欲・態度 

科学的な 
思考・表現 

観察・実験の 
技能 

自然事象への 
知識・理解 

１ 
・ 
２ 

発電の仕組みや 
電気の利用につい
て知っていること
を話し合う。 

自分たちで発電 
する方法を考え、モ
ーターを回すなど
して、発電すること
ができることを確
かめる。 

発電の仕組みや電
気の利用に興味をも
ち、電気はどのよう
に作られ、どのよう
に利用されているか
について、進んで調
べようとしている。 

   

３ 
・ 
４ 

手回し発電機で 
電気を作り、どのよ
うに利用できるか
を調べる。 

  手回し発電機に
いろいろな器具を
適切に接続し、電
気が光、音、運動
などに変換されて
利用されているこ
とを調べ、実験結
果を記録してい
る。 

 

５ 

作った電気をど 
のように利用でき
るかをまとめる。 

   電気は手回し
発電機などを使
って作ることが
でき、電気は光、
音、運動などに変
えることができ
ることを理解し
ている。 

６ 
・ 
７ 

身の回りで電気 
を熱に変えて利用
している物を探し、
電熱線に電流を流
すと、発熱すること
を調べる。 

電気が熱に変換さ
れることに興味をも
ち、進んで身の回り
で電気が熱に変換さ
れる例を調べようと
している。 

 電熱線に電流を
流して、発熱する
ことを調べてい
る。 

 

８ 
・ 
９ 

電熱線の太さを 
変えると、発熱の仕
方がどのように変
わるかを調べ、電熱
線の太さと発熱の
関係についてまと
める。 

 
 
 
 

電熱線の長さを
一定にして電流を
流すと、電熱線の太
さによって発熱の
仕方が変わると推
論し、自分の考えを
表現している。 

 
 
 
 

電熱線に電流を
流すと発熱し、長
さを一定にした電
熱線では、電熱線
の太さによって発
熱する程度が変わ
ることを理解して
いる。 

１０ 

身の回りに、た 
めた電気を利用し
ている道具がある
ことを知る。 

手回し発電機や 
コンデンサーなど
を使って電気をた
め、ためた電気を利
用することができ
るかを調べる。 

 
 
 

 
 
 

コンデンサーを
手回し発電機に正
しく接続して電気
をため、ためた電
気を使っている。 

電気は、コンデ
ンサーなどにため
て使うことができ
ることを理解して
いる。 
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１１ 
 

本 
時 

コンデンサーに
ためた電気は、光、
音、運動などに変換
できることを調べ、
器具によって消費
する電気量の違い
から、エネルギーの
有効利用について
考える。 

 
 
 
 

身の回りの電気
の利用について、エ
ネルギーの有効利
用の観点から考え、
自分の考えを表現
している。 

 
 
 
 

器具によって消
費する電力に違い
があることを理解
する。 

１２ 
・ 

１３ 

電気の性質を利 
用したおもちゃを
作る。 

電気の性質を利用
したおもちゃ作りに
興味をもち、進んで
製作しようとしてい
る。 

電気の性質を利
用したおもちゃを
工夫して作ってい
る。 
 
 

 身の回りには、
電気の性質やはた
らきを利用したさ
まざまな道具があ
ることを理解して
いる。 

１４ 

電気のはたらき 
や利用について、学
習したことをまと
める。 

 
 

身の回りで電気
がどのように利用
されているのか考
える。 

 
 

本単元の学習内
容の理解がなされ
ている。 

 

４ 本時の指導 

（１）目標 

   器具によって消費する電力に違いがあることを理解する。また、身の回りの電気の利用について、エネル 
ギーの有効利用の観点から考えることができる。 

（２）評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）本時の展開 

段
階 

学習内容 
学習活動 

(◇主な発問) 

指導上の留意点 

◎ 総括に向けた評価(方法) 

○ 指導のための評価(方法) 

導
入
（
５
分
） 

１ 信号が LEDに変わったこ 

とや、学校の街灯が LEDに 

なったことを確認する 

 

２ 本時の学習課題を確認 
する 

 
 
 
 

 ・電球と LED の比較に意識を向

けさせる。 

・日常生活と学習内容を関連さ

せる。 

なぜ LED が使われるようになったのだろうか。 

 B：概ね満足できる C：児童への手立て 
科学的な 
思考・表現 

身の回りの電気の利用について，エネルギー

の有効利用の観点から考え，自分の考えを表

現している。 

実験結果をもとに、LED が使用する電気量

は少ないことをおさえた上で、既習の発電

所や環境問題と関連付けさせる。 
自然事象への 
知識・理解 

器具によって消費する電力に違いがあること

を理解する。 
それぞれの器具の稼働時間をあらためて確

認し、分かることを考えさせる。 

 



平成 28 年度小・中学校理科「エネルギー」領域指導力向上研修事業 

 
 

展
開
（
３
７
分
） 

３ 予想する 
 
 
 
 
 
 
４ 実験する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 結果を交流する。 
 
 
６ 考察する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ まとめる 
 
 
 
 
 
 
 
 

・予想とその根拠を書く。 
・予想を発表し、意見を交換する。 
○電気代が安いから。 
○電気を使う量が少ないから。 
○明るいから。 

 
 
・手回し発電機で一定の量をためたコ

ンデンサーを豆電球、発光ダイオー
ド、電子オルゴール、モーターにつ
なぎ稼働時間を調べる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・各グループの結果を黒板に貼らせ
る。 

 
・結果からわかることを考えさせ、発

表させる。 
◇結果からどんなことが考えられる
でしょうか。 
○器具によって電気を使う量は違
う。 

○発光ダイオードの時間は長いけ
れど、モーターや豆電球は短い。 

○発光ダイオードは電気を使う量
が少なくて、モーターや豆電球は
多い。 

○同じ光を出す豆電球と発光ダイ
オードでは、発光ダイオードの方
が電気の消費が少ない。 

 
・LEDが使われるようになった理由を

グループで話し合い、まとめを考え
る。 

◇LED が使われるようになった理由
を考えましょう。 
○電気を使う量が少ないと環境に
よいから。 

○電気を使う量が少ないことで、二
酸化炭素が出るのを抑えること
ができるから。 

 
 
 

・自分の生活経験から考えさせ
る。 

・豆電球と発光ダイオードでは、
手回し発電機を回した時の手
ごたえが違っていたことを想
起させる。 

 
・モーターとオルゴールも調べ
る。（電子オルゴールは演示） 

・手回し発電機のハンドルを回
す回数に注意させる。（条件制
御） 

○【技能】（行動観察） 
コンデンサーを手回し発電機に
正しく接続して電気をため、た
めた電気を使っている。実験の
結果を記録し、表などにまとめ
ることができる。 
 
・結果の妥当性を確認する。 
 
 
・個人→全体 
・豆電球と発光ダイオードの点
灯時間の違いに気付かせる。 

◎【知識・理解】（発言・記録） 
器具によって消費する電力量に
違いがあることを理解する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・個人→グループ→全体 
・発光ダイオードの電気を使う
量が少ないことがなぜ環境に
よいことなのか考えさせる。 

 
◎【思考・表現】（発言・記録） 
身の回りの電気の利用について、

エネルギーの有効利用の観点から

考え、自分の考えを表現している。 
 

終
末
（
３
分
） 

８ 振り返り 
 
 

 ・今日の学習で、わかったこと、 
興味をもったこと、次に学習
したいこと、生活と関連付け
て考えたこと等をノートに書
かせる。 

LED は少ない電気の量で利用することができるので、環境にやさしい。 
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５ 板書計画 

 

 ≪課題≫                       ≪実験≫  
  なぜ LED が使われるようになったのだろうか。 
 
 ≪予想≫ 
 ・電気代が安いから。 

・電気を使う量が少ないから。 

・明るいから。 

 

 
 
 
 ≪結果≫ 
  

 
実験図 

≪考察≫ 

・器具によって電気を使う量は違う。 

・発光ダイオードの時間は長いけれど、 

モーターや豆電球は短い。 

・発光ダイオードは電気を使う量が少 

なくて、モーターや豆電球は多い。 

・同じ光を出す豆電球と発光ダイオード 

では、発光ダイオードの方が電気の消 

費が少ない。 

 LEDは少ない電気の量

で利用することができる

ので、環境にやさしい。 

・ハンドルを回す 
回数は５０回 

 

≪まとめ≫ 


